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研究成果の概要（和文）：　本研究では、初期近代イングランドで上演されたイスラム教徒の改宗を主題とした
演劇作品を時局的に考察した。結果、Goerge Wilkins他による『英国三兄弟の旅』にはプロテスタントによる改
宗が遠い現実であったこと、John Fletcher作『島の王女』には軍事力と改宗をもとに植民地化を進めるポルト
ガルの実際が認められること、そしてPhilip Massingers作『背教者』には秘跡や洗礼など「目に見える」実践
をもとに改宗を進めるイエズス会の実際を明らかにした。あわせて、Thomas Heywood作『西の国の美女』のムー
ア人の改宗がノスタルジックに描出されていることを確認した。

研究成果の概要（英文）：This study examines plays on the subject of Muslim conversion staged in 
early modern England.  The results are that Protestant conversion is shown as a distant reality in 
Goerge Wilkins, John Day and William Rowle's "The Travels of the Three English Brothers", that the 
Portuguese colonizing project based on military force and conversion is recognized in John Fletcher'
s "The Island Princess," and that the Jesuit's conversion practice based on 'visible' practices such
 as sacraments and baptism in Philip Massinger's "The Renegado" are shown as the reality in early 
modern period.  In addition, this study revealed that the Moorish conversion in his "The Fair Maid 
of the West, Part II" is depicted nostalgically, in sharp contrast to the Catholic practices of 
conversion at that time.

研究分野：初期近代イギリス演劇

キーワード： イスラーム　17世紀イギリス演劇　貿易　改宗　植民地化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　欧米諸国とイスラム諸国との関係は、和解の方向に向かっているものの、今なお中東地域の紛争などにおい
て、その亀裂は十分に解決していない。特にイングランドとイスラム諸国との関係については、モロッコやトル
コとの商業的な結びつきに始まり、16世紀末にはスペインを標的として軍事的な同盟に発展した。ときの女王エ
リザベスの親モロッコ・トルコ政策に対して、劇作家たちはイスラム教徒を文化的・宗教的な脅威とみなし、彼
らを残虐非道な人物として仕立て上げた。本研究では、イングランドとイスラム諸国との亀裂の解決の糸口とし
て、これら劇作家たちの改宗を基盤とした演劇作品のもつ意義を確認した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究開始当初の背景は次のとおりである。これまでの研究においてシェイクスピアなどの
英国史劇を取り上げて、ときの女王であるエリザベス（在位 1558 年～1603 年)の政治体制や対
スペイン外交政策をもとに、イングランドの神聖な王権を脱神秘化しようとする劇作家たちの
試みを動態的に解明してきた。これらの作品を分析するなかで、シェイクスピアの『エドワード
三世』(1595 年)や『ヘンリー五世』(1599 年)にトルコへの言及があることに着目した。当時の
イングランドは、モロッコやトルコとの貿易による経済的な結びつきを強化していたのである。
後に両国とイングランドとの経済的な結びつきは、共通の敵スペインの脅威を払拭するために
政治的にも利用された。 
 その間、当時の劇場では、ジョージ・ピールやロバート・グリーンなどによる反イスラム感情
に訴えた演劇作品が続々と執筆・上演された。これらの作品では、エリザベス女王政府の親モロ
ッコ・トルコ政策に対する批判を主題としていることを見出した。ジェイムズ一世統治期(在位
1603 年～25 年)になると、イングランドの海外市場の拡大につれて、イスラム教徒（あるいは異
教徒）の改宗を主題とする演劇作品が次々と執筆・上演されたことに気がついた。このことは、
イングランドやポルトガルなどが貿易を利用し、地中海や東インド諸島に至る領域の王侯・貴族
をキリスト教に改宗させることによって植民地化に向かいつつあった現状を映し出していると
考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、初期近代イングランドにおいて書かれた現存する公文書や有力な歴史的基
礎資料を活用して、地中海から東インド諸島に至る地域を舞台とし、イスラム教徒（あるいは異
教徒）のキリスト教への改宗を描いた演劇作品の時局的な意味を明らかにすることである。そし
て、プロテスタント主義イングランドにおいて、改宗の主題が推進した政治的、経済的および宗
教的な役割や文化現象を時系列的に論じることである。 
 
３．研究の方法 
 現在、初期近代イングランドで執筆・上演された演劇研究におけるイスラム世界に向けられた
問題意識は、外交、貿易や改宗といった新たな切り口によって、これまでのヨーロッパ地域を中
心とした研究から、地中海および東インド諸島に至る地域を再認識しようとする歴史実証主義
的な方法論へ推移している。本研究では、初期近代イングランドで書かれた現存する公文書やパ
ンフレットなどの歴史的基礎資料を駆使して、この時代に執筆されたイスラム世界を舞台とし
てキリスト教への改宗という主題を歴史事象的に検証し直す。そして、プロテスタント主義イン
グランドにおいて、改宗の主題が推進した政治的、経済的および宗教的な役割や文化現象を時系
列的に論じる。これらの研究によって、改宗に対するイングランドの実際を解明する。 
 
４．研究成果 
(1) ジョージ・ウィルキンズ、ジョン・ディーおよびウィリアム・ローリー共作『英国三兄弟
の旅』(1607 年執筆・上演) 
 ジョージ・ウィルキンズ他共作『英国三兄弟の旅』は、1607 年春にアン王妃一座によって上
演され、大当たりをとった後、同年の終わりまでレッド・ブル座で上演された。本劇は同年の 6
月に書籍出版業組合に登録され、出版もされた。劇中では、1598 年と 1606 年の間に生じたペル
シャとトルコとの武力闘争を背景として、アッバース一世を体現するサファヴィー朝ペルシャ
皇帝ソフィの求めに応じた次男アンソニーのロシアやローマなどキリスト教ヨーロッパ諸国訪
問の旅が描かれるほか、三男ロバートによるペルシャでのキリスト教会と教育施設の設立が舞
台化される。また、キクラデス諸島のキーア島においてトルコと戦い、味方の裏切りにより敵の
捕虜となった長男トマスが大トルコ皇帝（歴史上のトルコ皇帝メフメト三世）からイスラム教に
改宗を迫られる場面を通して、トルコは周辺諸国を恐怖と混乱に陥れる、キリスト教ヨーロッパ
諸国の完全な「他者」としても示される。 
 本劇の見どころは、実在したシャーリー兄弟によるイスラム教ペルシャとキリスト教ヨーロ
ッパ諸国との外交交渉であり、また対トルコ政策としての第三勢力ペルシャの位置づけであっ
たように思われる。従来の批評では、本劇はペルシャを友好国とみなすプロパガンダ劇とみなさ
れてきた。確かにそうなのだが、ペルシャとの同盟を求めるアンソニーのヨーロッパ諸国訪問が
大きく国際情勢を展開することはない。ロシア皇帝やローマ教皇などから名誉を与えられるも
のの、それは個人のレベルにとどまっている。本劇が執筆された時期、イングランドがトルコと
同盟関係にあったことも忘れてはならない。トルコ人の捕虜となったトマスは、イングランド国
王の介入により釈放される。当時のイングランドの宮廷人や商人にとって、シャーリー兄弟の外
交姿勢は奇異に映っていたのである。 
ペルシャの改宗については、ソフィがロバートと姪との間に生まれた子どもにキリスト教の
洗礼を受けさせ、この国で最初のキリスト教徒にしようという。ソフィがキリスト教会の建設を



も認めたことからするなら、キリスト教（あるいは改宗）を通してイングランドとペルシャとの
友好を築こうとする劇作家たちの意図も垣間見える。ただし、ロバートを含むシャーリー家の兄
弟がカトリックであり、当時の宗教関係者にとってロバートの宗教活動は容易に認められる問
題ではなかった。劇中では、ペルシャ人の改宗については示されておらず、あくまでもソフィが
ロバートにペルシャにおけるキリスト教信仰を認めたことにとどまっており、ペルシャ人の改
宗を認めたわけではない。本研究では、プロテスタント主義イングランドによるイスラム教徒の
改宗の主題は、遠い現実であったことを確認した。 
 
(2) ジョン・フレッチャー作『島の王女』（1621 年執筆・上演） 
 ジョン・フレッチャー作『島の王女』は、1621 年に国王一座によってブラックフライアーズ
劇場で上演され、同年の 12 月 26 日にはホワイトホール宮殿で御前公演も行われたほど人気を
博した作品である。フレッチャーの作品では、バルトロメ・レオナルド・デ・アルゲンソラの『モ
ルッカ諸島の征服』（1609）などの資料に見られるモルッカ諸島（マルクおよび東インド諸島と
称される香料諸島）の宮廷人サラマがポルトガル人アーミュジアに置き換えられ、資料には存在
しないムーア人のテルナテ総督がティドーレ島を支配するアクションに書き換えられている。
しかも、本劇の資料のティドーレ王女キザーラはキリスト教に改宗することなく、サラマと結婚
する。代わりに、劇中ではモルッカ諸島のティドーレ島とテルナテ島を舞台とし、キザーラとア
ーミュジアとの結婚をめぐってアクションが展開する。 
 本劇が執筆・上演されたとき、モルッカ諸島は初期近代における香辛料貿易の中心地として、
ポルトガル人をはじめとして、オランダ人やイングランド人を引き付けていた。そして、この領
域において、これらヨーロッパ人は、莫大な富を生み出すクローヴなど香辛料の独占的交易権を
めぐって激しく争っていた。なかでも、ジェイムズ朝のイングランド人にとって、ティドーレ島
とテルナテ島は、ヨーロッパの貿易路の終点であり、その支配と富を求めてせめぎ合う接触面で
あった。劇中には、これらの島のひとつティドーレ島で生じているポルトガル人の植民地支配が
描出されている。その際に、多神教のティドーレ島の王女キザーラはカトリックに改宗して、ア
ーミュジアと結婚する。すでに指摘されているように、本劇は、異教徒の女性が改宗して、キリ
スト教徒（カトリック教徒）の男性と結婚するのを舞台化した最初の劇であった。 
 本研究では、イングランドの視線がモルッカ諸島に向けられていたことを背景とするととも
に、同国の東インド会社やレヴァント会社が商業上および外交上の理由から異教徒の改宗に消
極的であったことに着目して、劇作家がティドーレ島とテルナテ島を舞台として軍事力と改宗
を利用したポルトガル人による植民地支配の実際を示していることを明らかにした。すなわち、
イングランドの貿易会社は、ポルトガルとは異なり、異教徒との友好を通した貿易方針を掲げ、
彼らの改宗には消極的であった。むしろ、これらの会社は、インドやモルッカ諸島領域でのイス
ラム教徒との接触による改宗を恐れ、彼らを厳しく管理していた。他方、ポルトガルは、早くか
らイエズス会の布教活動によってこれらの領域の異教徒をカトリックに改宗させ、植民地化を
進めていたのである。その結果、ポルトガルのイエズス会は、東インド会社やレヴァント会社に
とって大きな脅威となっていた。この研究において、劇中で描出される武力と改宗によるポルト
ガル人の植民地化をたどることによって、モルッカ諸島領域においてグローバルに展開する彼
らの貿易独占の一端を明らかにした。 
 
(3) フィリップ・マッシンジャー作『背教者』（執筆・上演 1624 年） 
 フィリップ・マッシンジャー作『背教者』は、1624 年 4 月にヘンリエッタ一座によってコク
ピット座で初演され、1630 年までしばしば上演された。本劇の舞台は、16 世紀もしくは 17 世紀
の北アフリカのオスマン摂政管区テュニスである。主な資料は、ミゲル・デ・セルバンテスの喜
劇『アルジェの監獄』および『ドン・キホーテ』に収録されている「捕虜の話」とされている。
このなかでも、『アルジェの監獄』にあるトルコ人の捕らわれの身となったキリスト教女性を救
出しようとする婚約者の物語から、劇作家は本劇の着想を得たとされている。1621 年に上演さ
れたフレッチャー作『島の王女』の人気に乗じて、トルコ王女ドヌーサのキリスト教への改宗が
描かれたとする批評も存在する。劇中では、イエズス会の聴罪司祭フランシスコがトルコ人と化
した背教者グリマルディを改心させたほか、平信徒でベネツィアの紳士ヴィテリがトルコ王女
ドヌーサをキリスト教徒に改宗させ、彼女と結婚する。 
 本劇が執筆・上演された前年の 1623 年、バッキンガム侯爵ジョージ・ヴィリヤーズとチャー
ルズ皇太子によるマドリード遠征において、カトリックへの改宗を条件としたチャールズとス
ペイン王女との結婚を画策するイエズス会の陰謀が暴露され、ロンドンでは反カトリック感情
が吹き荒れていた。翌年の 8月には、イエズス会と共謀して、世界支配の野望を抱く悪辣なスペ
インを描いたトマス・ミドルトンの『チェスゲーム』が国王一座によってグローブ座で上演され
た。このような反カトリック感情が吹き荒れるなか、イエズス会による背教者の改心、トルコ王
女の改宗と結婚を主題としたマッシンジャーの『背教者』が上演されたことになる。このイエズ
ス会士および平信徒による改宗を舞台化した理由を探ることが従来の批評家の大きな関心のひ



とつであった。 
 本研究では、当時のイングランドのプロテスタント主義者による改宗の実際とカトリック主
義者によるそれとを比較しつつ、ムスリムの改宗の主題を考察した。考察の結果、「目に見えな
い」教会の教義を実践するプロテスタントとは大きく異なり、イスラム諸国の信仰や慣習を取り
入れつつ、秘跡や洗礼など「目に見える」儀式によるカトリックの改宗の実践が劇中に見出せる
ことを明らかにした。たとえば、聴罪司祭フランシスコが挙げる助産婦や戦場の兵士による洗礼
をもとに、ヴィテリはドヌーサの顔に水を浴びせて聖別する。こうした目に見える儀式を否定す
るイングランドのプロテスタントを前にして、イスラム教に見られる儀式を重視する信仰をも
とに、着々と異教徒を改宗させるカトリックの実際を、劇作家は描いてみせたのである。 
 
(4) トマス・ヘイウッド作『西の国の美女』第二部（執筆・上演 1630 年頃） 
 トマス・ヘイウッド作『西の国の美女』第二部がいつ執筆・上演されたのかについてははっき
りとしたことはわからない。これまでの研究によると、1631 年の初版本に付された配役表の役
者名などから、あるいは第一部と第二部の両方が同年に出版されているとして、1630 年頃と推
測されている。その頃の劇場では、クリストファー・マーローの『タンバレイン大王』第一部・
第二部（執筆・上演 1587 年）に端を発したモロッコやトルコを題材とした新作の上演が終焉を
迎えていた。ヘイウッドの『西の国の美女』第二部の最大の魅力は、ムーア人のパシャであるジ
ョファーがイングランド人スペンサーの勇気や騎士道精神に心を動かされ、キリスト教に改宗
した場面である。本劇が執筆・上演された時期、モロッコやトルコとの商取引に際して、イング
ランド人商人やジョン・ウォードのような海賊がイスラム教に改宗することはあっても、ムスリ
ムがキリスト教に改宗することはほぼありえなかった。 
 むしろ、イスラム教の支配者や貿易商人たちは、ユダヤ人やキリスト教徒を改宗させ、アルジ
ェのほか、バーバリー地域（テュニスやトリポリを含む北アフリカのオスマン・トルコの摂政管
区、および同国の勢力から独立・自治を維持していたモロッコ王国）で展開する中央市場に彼ら
を取り込み、利益を上げていた。言い換えると、これらの地域での経済的コミュニティの基盤を
支えるために、キリスト教徒などの商人や海賊はイスラム教への改宗を求められたのである。な
かには、捕虜となり、身代金を支払えないイングランド人も改宗を余儀なくされた。 
 本研究では、イングランド人がムーア人の圧倒的な宗教的および経済的な力に直面していた
こと、またヘイウッドのフェス王ムリシェグがイングランド人の名誉を美徳とする精神を認め、
キリスト教国に対する理解を示したことを文脈として、ジョファーの改宗のなかにイングラン
ド人の精神的な優位性を示そうとする劇作家の意図が垣間見えることを確認した。ちょうど、本
劇が執筆される以前、イングランド国王ジェイムズ一世は、ヴァージニアやマサチューセッツな
ど北アメリカに植民地を求めていた。しかも、イスラム諸国の脅威を回避するためもあって、イ
ングランド人商人の目は、莫大な利益をもたらす東インド諸島に向けられていた。この地域での
貿易独占をめぐってオランダとの争いに敗北した後には、イングランドはインド本土に貿易拠
点を移した。モロッコは次第に遠い存在になりつつあったのである。そうしてみると、『西の国
の美女』第二部に見られるムーア人の改宗はノスタルジーを込めて執筆されたことを合わせて
指摘した。 
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